
熊本県立鹿本商工高等学校 生徒部環境ＩＳＯ担当 

 

令和元年度 県立学校版環境ＩＳＯの概要報告 

 

１． はじめに 

    環境教育を進めていく中で重要視すべき事として、生徒達に興味関心を持たせること、活

動の継続性を考えること、内容に自主性を育むこと等が挙げられると捉えている。さらに企

画する活動や取り組みを通して何らかの気付きに出会う事のできる感性の高まりに期待を

しているところである。本年度はこれまでの継続的な活動の報告と共に特に力を入れて取り

組んだ内容について詳細に記載する。 
 

◇本校の環境教育目標 「環境意識の段階的向上」 
 

◇目標達成に必要な力 

□ 環境問題に対する興味関心の高まり       

   □ 活動に対して積極的に取り組む姿勢     

   □ 習得した知識や技術を活かす取り組み    

   □ 生涯を通した活動の定着化           

 

２． 宣言項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 活動報告 

 スイッチシールコンテスト 

① 実施内容  

名刺サイズ用紙に環境改善を呼びかけるメッセージを込めたカードを、制限時間内 

（５０分間）でパソコンを利用して作成する。作成した作品の中から完成度の高いものを

選抜し、全校生徒で評価をする。昨年度より教材化を図り、本年度は全学科の取り組み

として活動範囲の拡大に努めた。 

社会貢献

興味関心 自主性 気付き

専門性

『感性を磨き環境意識を高めよう』 

高い環境意識を持つ社会人へ 
専門知識を活かそう 

情報に敏感なアンテナを持とう 自ら考えて行動しよう 改善のポイントを発見しよう 

図１ 私達の宣言項目 

→ 新しく、正しい情報を取り入れる力 

→ 集団生活で協同作業へ取り組む力 

→ 自分の考えを行動に移す実行力 

→ 日常生活で実践可能な習慣化 



② 実施要項と手順   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 全校生徒による評価の準備 

各学科より挙げられた優秀作品を２３点に絞り一覧表にまとめる。 

     一覧表を作成しクラスへ掲示し、選考期間をとる。（１週間程度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１学期） 

Ⅰ．各学科の会議において取り組み可能 

な教科の検討をしてもらう。 

（２学期） 

Ⅱ．実施可能な授業の中で、実施要項の 

趣旨を理解させ、意識付けを促す。 

Ⅱ．操作技術の習得及び発想を考える等 

作成のための練習時間を確保する。 

Ⅲ．作成の時間を設定する。 

Ⅳ．互いに評価する時間を設定する。 

（３学期） 

Ⅴ．各科の代表作品一覧を全体で評価 

Ⅵ．上位作品を表彰 

◆クラス掲示用の一覧表は、学籍番号を伏せて個人の特定ができないようにする。 

◆各人で良く出来ていると思う３作品に投票をする。 

図２ 実施要項 

図３ 作品一覧表 

[実施手順フロー] 



④ 投票の手順と方法 

掲示期間を確保した後、各クラスにおいて終礼時に下図の投票用紙により投票を行う。 

     投票後は各クラス美化委員が投票用紙を回収し集計作業をクラス毎に実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 今後の展望 

 本年度は、設備環境等の課題があり実施できなかったが、次年度以降は入力方法や

集計方法の改善も視野にいれ計画を検討する。 

     Offce365 Forms 機能を利用した投票フォームを作成し、ＱＲコード読み取りによる投票。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     投票後は、グラフによる結果の具現化を掲示。及びエクセルデータへ変換を行い集計作

業後やランキングを作成する。(下図は、他のアンケートデータの作成例を記載) 

 

 

 

 

 

 

 

 

QR コードを読み取り、入力用フ

ォームへアクセスして実施する。 

図４ 評価用紙 

図５ スマホによる入力フォーム例 

図６ 回答に対するグラフ 図７ 回答集計シート 



 エコキャップ活動 ・・・ 本校においては、継続的に実施している活動の一つである。 

 〇活動の手順と流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～送付後の通知結果より～ ＮＰＯ法人エコキャップ推進協会 

受取日：２０１９/１０/１６   数量：６９．００ｋｇ  個数（約）：２９，６７０個  

備考：累計個数４９，６７０個（これまでの通算受領個数） 

ちなみに・・・累計個数をゴミとして焼却した場合 ⇒ ３７４．８５ｋｇのＣＯ２が発生する。 

 

 分別活動 

    本校ではゴミの分別活動を徹底している。できる限り細やかな分別活動を美化委員が行

い、空き缶やペットボトルについては、洗浄から乾燥まで完了する。処理に手間をかけること

で、鳥獣類による散乱被害の防止や異臭発生の軽減など、回収時を考えた配慮をしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 校内一斉美化活動 

１０月１８日（金）に全校一斉美化作業を実施。学科別に校内の除草作業と清掃活動を行

った。限られた時間の中で積極的に取り組む姿勢が見られ校内が見違えるほどにスッキリと

した。また、準備や後片付けに関してもスムーズに行うことができた。 

 

４． まとめ 

    本年度はスイッチシール活動の教材化に特に力を入れた。昨年度から計画しており、本年

度は全学科の取り組みとして範囲を拡大できたが、連絡の遅れや授業計画の関係で作品

が出揃うのが遅れた事が反省点として挙げられる。これにより、評価期間や表彰に関する期

日に余裕がなくなった。その他の環境改善活動に関しては、生徒達の協力的な姿勢に感心

できる点が多く、継続的に実施し環境意識を育んでいきたい。また、環境教育講演会や用紙

の裏面利用などの取り組みについても、各部との連携や多方面から見つめ直しを行い、現

状や実情に適した改善を重ねていく必要性を感じている。 

回収作業 選別と洗浄 袋詰め 発送

① ［７月］ 
美化委員が分担して各場所に収集し

てあるキャップの回収を行い集める。 

② ［７月］ 
 金属キャップ等も含まれているため、選
別作業及び洗浄作業を行い乾燥させる。 

③ ［９月］ 
 キャップ回収袋を購入し、乾燥を終え
たキャップの袋詰め作業を実施する。 

④ ［９月］ 
 NPO法人エコキャップ推進協会へ収
集したキャップを送付する。 

図８ リサイクル分別場の様子 図９ 洗浄後の乾燥 


